
▲6月17日に開催された総決起集会の様子

　
平
成
15
年
に
初
め
て
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ

た「
水
口
藩
加
藤
家
文
書
」。
市
の
調
査
を
経
て

今
年
３
月
に
滋
賀
県
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

■
水
口
の
歴
史
を
知
る
上
で

　
貴
重
な
資
料
の
発
見

　
江
戸
時
代
、東
海
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て

い
た
水
口
を
治
め
て
い
た
の
が
、賤
ヶ
岳
の
七
本

槍
の
一
人
、加か

藤と
う
嘉よ
し
明あ
き
を
祖
と
す
る
大
名
加
藤
家

で
す
。
天て

ん
和な

２（
１
６
８
２
）年
、加
藤
家
三
代
明あ
き

友と
も

が
二
万
石
で
入
部
し
て
初
代
水
口
藩
主
と
な

り
、一
時
期
を
除
い
て
加
藤
家
当
主
が
水
口
を
治

め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
の
実
態
は
、資
料
の
不
足
も
あ
り

不
明
な
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。　

　
そ
の
よ
う
な
中
、平
成
15
年
に
水
口
町
松
栄
に

あ
っ
た
加
藤
家
の「
お
蔵
」に
大
量
の
古
文
書
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、市
が
４
年
を
か

け
詳
細
な
調
査
を
し
た
結
果
、大
名
加
藤
家
や
水

口
藩
を
知
る
上
で
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、近
世
の
大
名
家
を
研
究
す
る
上
で
貴
重

な
も
の
と
し
て
今
年
３
月
に
は
、滋
賀
県
の
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
１
万
４
千
点
に
も
及
ぶ

　
膨
大
な
古
文
書
群

　
「
水
口
藩
加
藤
家
文
書
」は
、桃
山
時
代
か
ら
近

代
に
至
る
ま
で
の
約
１
万
４
千
点
に
及
ぶ
古
文

書
群
で
す
。

　
そ
の
中
に
は
、豊
臣
秀
吉
の
朱
印
状
や
徳
川
家

康
を
は
じ
め
と
し
た
徳
川
歴
代
将
軍
か
ら
の
御ご

内な
い
書し
ょ
、江
戸
幕
府
老
中
奉
書
な
ど
様
々
な
史
料
が

含
ま
れ
、水
口
藩
と
幕
府
の
関
係
や
水
口
の
歴
史

な
ど
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
企
画
展
と
講
演
会
を
開
催

　

大
名
加
藤
家
歴
代
当
主
が
行
っ
て
き
た
徳
川

将
軍
家
と
の
儀
礼
、大
名
加
藤
家
と
そ
の
家
臣

団
、大
名
の
役
向（
仕
事
）や
藩
政
関
係
の
資
料
を

展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、水
口
藩
主
を
勤
め
た
大

名
加
藤
家
の
実
態
に
迫
り
ま
す
。
今
ま
で
加
藤

家
を
扱
っ
た
展
示
が
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、本
格

的
な
展
覧
会
は
今
回
が
初
と
な
り
ま
す
。

初
の
大
規
模
一
般
公
開

～「
水
口
藩
加
藤
家
文
書
」藩
政・藩
主
家・水
口
の
歴
史
を
映
す
古
文
書
群
～

◦
夏
季
企
画
展

「
滋
賀
県
有
形
文
化
財
指
定
記
念

水
口
藩
加
藤
家
文
書
の
世
界
」

○
期
間
／

　
【
前
期
】７
月
21
日(
土)
～

８
月
15
日（
水
）

　
【
後
期
】８
月
18
日（
土
）～

9
月
17
日(
月)

（
前
期・後
期
と
も
木・金
休
館
）

○
開
館
時
間
／
10
時
～
17
時

○
会
場
／
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

○
入
館
料
／
無
料

※�

家
庭
で
の
電
力
消
費
を
削
減
す
る

た
め
、会
期
中
は
入
館
料
を
無
料

と
し
ま
す
。

◦
講
演
会

「
水
口
藩
加
藤
家
の
大
坂
加
番
役
」

○
日
時
／
９
月
16
日（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

○
会
場
／
水
口
図
書
館
２
階
資
料
室

○
講
師
／
岩
城
卓
二
氏（
京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所
准
教
授
）

○
受
講
料
／
３
０
０
円

問
い
合
わ
せ

　
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
☎
６
2
‐
７
１
４
１

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
７
３
７　

滋賀県立高等学校再編計画に対する
本市の取り組みについて

　滋賀県教育委員会は昨年７月、滋賀県立高等学校再編基本計画と実施計画のそれぞれの原案を発表しまし
た。そのなかで、信楽高校は、「甲南高校の分校とし、併せてセラミック科およびデザイン科を統合する」とさ
れました。
　市では、計画が検討されている段階から、特色ある学科を有する伝統ある同校を、地域の高等教育機関とし
て、その地位を確かなものにするよう要望を行なってきただけに、その原案が発表されたのちも、引き続き現
状のまま存続させるよう県に働きかけています。

　信楽高校は現在、１学年に普通科、デザイン科、セラ
ミック科が各１クラスの３クラス編制で、定員120人と
いう県内では比較的小規模な県立高校です。しかし、通
学距離や通学費用負担などの面で制約を受けやすい地域
の高校であり、さらに、当市の伝統産業である信楽焼に深
く密着した全国でも数少ない特色ある学科を有した高校
でもあります。
　市では、市内の県立高校は単に生徒の学び舎だけでは
なく、地域に溶け込んだ環境の中で、独自の教育風土が育
てられるべきものであると考えています。したがって、
生徒の学習意欲に応える高校教育と、焼き物文化の理解
を深め、次代へ継承できる人材を育てていくためにも、現
状の信楽高校のままで存続させることを趣旨とした要望
を県に続けています。
　市議会でも、昨年９月定例会において、「現行どおり、滋
賀県立信楽高校として、セラミック、デザイン等美術に特
化した学校として存続すること」の内容の意見書が採択
されています。
　また、地元地域でもこの問題への関心は高く、６月17
日、関係者によって主催された決起集会に約200名が参
加され、中嶋市長も出席し、存続にむけた固い決意を述べ

ました。集会では、分校化やセラミック科とデザイン科
の統合などに反対の声が相次ぎ、信楽高校を存続させて
いくことが確認されました。
　市では、市議会や地元の皆様の声を大切にしながら、引
き続いて独立校としての存続を県に強く求めることとし
ていますが、今まで以上に優秀な作家や技術者を育てあ
げる甲賀市の誇りである信楽高校として存続させていく
ためにも、甲賀市全体の問題として市民皆様のご理解を
お願いします。

　
〈
訳
〉

「
徳と
く

川が
わ

和ま
さ

子こ

の
入
内
の
こ
と
に
つ

い
て
、そ
ち
ら
よ
り
申
し
送
っ
て

き
た
こ
と
は
確
か
に
聞
き
届
け

た
。
次
に
、そ
ち
ら
の
国（
※
１
）の

酒
二
樽
が
届
い
た
こ
と
は
喜
ば

し
い
限
り
で
あ
る
。
な
お
、詳
し

く
は
土
井
大
炊
助（
※
２
）が
述
べ

る
で
あ
ろ
う
。

 

八
月
七
日（
徳
川
秀
忠
黒
印
）

加
藤
式
部
少
輔
ど
の
へ（
※
３
）」

※
１  

元
和
６〈
１
６
２
０
〉年
当
時
、加

藤
家
の
所
領
が
あ
っ
た
伊
予
国

の
こ
と
か
。

※
２  

江
戸
幕
府
老
中
の
土
井
利
勝
の

こ
と
。

※
３  

加
藤
嘉
明
の
嫡
子
、明
成（
あ
き

な
り
）の
こ
と
。

　
御ご

内な
い

書し
ょ

と
は
、将
軍
か
ら
出
さ
れ
た
私
的

な
書
状
の
形
式
を
と
る
公
文
書
の
こ
と
で

す
。「
水
口
藩
加
藤
家
文
書
」に
は
、実
に
６

４
４
通
も
の
御
内
書
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

徳
川
将
軍
家
と
大
名
加
藤
家
の
つ
な
が
り

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
御
内
書
は
、元げ

ん

和な

６（
１
６
２
０
）年

に
徳
川
秀ひ

で

忠た
だ

の
娘
和ま

さ

子こ

が
後ご

水み
ず

尾の
お

天
皇
の

も
と
へ
入じ

ゅ

内だ
い（

天
皇
と
の
婚
姻
）す
る
折
に
、

加
藤
明あ

き

成な
り

が
祝
儀
と
し
て
酒
を
献
上
し
た

こ
と
に
対
す
る
お
礼
状
で
す
。

　
和
子
の
入
内
に
伴
い
、水
口
に
将
軍
家
専

用
の
宿
泊
施
設
と
し
て
御
茶
屋
御
殿（
現
在

の
甲
賀
病
院
周
辺
）が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

寛か
ん

永え
い

10（
１
６
３
３
）年
に
は
現
在
の
水
口
城

の
原
型
と
な
る
御
殿
が
建
て
ら
れ
ま
す
が
、

和
子
の
入
内
が
建
造
の
き
っ
か
け
で
あ
り
、

水
口
の
歴
史
を
語
る
上
で
も
欠
か
せ
な
い

出
来
事
だ
と
言
え
ま
す
。

◎ 

二
代
将
軍
徳
川
秀ひ
で
忠た
だ
か
ら
加
藤
家
二
代
明あ
き
成な
り
へ

　
送
ら
れ
た
礼
状【
前
期
】

62012.7.15平成24年7月15日7 2012.7.15 平成24年7月15日


